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配置計画・平面計画の検討 
 

（1）検討の背景 
木次中学校の建替えにあたっては、「雲南市の“人づくり”を実現する学校」のもと、生徒一人ひと

りの学びと成⻑を支える教育環境の整備を目指し、原位置建替えを前提として検討を進めてきた。 
配置計画および平面計画の検討においては、単なる建設効率や工期の観点にとどまらず、基本計画

書第３章に定める施設整備方針である「学び」「生活」「安全」「地域」「環境」の５つの視点との整合
を重視し、計画の検討を行った。 

 
【基本方針との整合】 
基本計画書の施設整備方針との整合を図るため、以下の観点を重視した。 
・ 学び：新しい時代の学びを実現する学校 
・ 生活：健やかな心と体を育む学校 
・ 安全：安全・安心な学校 
・ 地域：地域と共に育つ学校 
・ 環境：環境にやさしい学校 
 
【施設整備方針との整合】 
特に次の観点を重視した。 
・ 個別最適な学びの実現（学び） 
・ 安全でスムーズな動線計画（安全） 
・ 大人が見守りやすい、見通しの良い計画（安全） 
・ 光と風を感じる健康的な生活空間（生活） 
・ 優れた眺望や自然に配慮した学校づくり（環境） 
・ 利用環境の改善による快適性の向上（環境） 
・ 地域利用を念頭にした学校計画（地域） 
・ 地域の将来を見据えた計画（地域） 

  

-247-



（2）配置案の比較検討 
これらの方針を踏まえ、Ａ案〜Ｄ案について、以下の視点から総合評価を行った。 
・ 工事中の安全確保 
・ 学校運営への影響低減 
・ 生徒動線・車両動線の安全性 
・ 駐車場確保および来客対応 
・ 教育環境（採光・通風・眺望） 
・ グラウンド機能の確保 
・ 工期および経済性 
・ 将来運用への柔軟性 

Ａ案（分割建替案）の評価 
Ａ案は、既存施設を活用しながら段階的整備が可能である。 
本案は仮設校舎を設置する計画であり、以下の特徴がある。 
【メリット】 

・ 校舎建設を比較的自由な配置で進められる 
・ 一定の工区分離が可能 

【デメリット】 
 ・ 仮設校舎整備費が必要となる 
 ・ 仮設校舎整備費については制度上国庫補助金の対象となるものの、補助対象範囲および補

助基準額が限定されており、国庫補助金は見込めない 
 ・ 起債（過疎債）についても対象外となり、財政負担の多くを市が負担することになる 
 ・ 生徒の移動負担が増加する 
 ・ 教育環境の質が一時的に低下する 
 ・ 学校運営への影響が大きい 
 ・ 工事動線と学校動線が交錯しやすい 
 ・ 工事期間中の安全管理負担が大きい 

Ｂ案（一括建替案）の評価 
Ｂ案は、配置の工夫により一定の動線整理が可能な案である。 
本案も仮設校舎を設置する計画である。 
【メリット】 

・ 段階施工がしやすい 
・ 一部工区分離が可能 

【デメリット】 
・ 仮設校舎整備費が必要となる 
・ 仮設校舎整備費については制度上国庫補助金の対象となるものの、補助対象範囲および補

助基準額が限定されており、国庫補助金は見込めない 
・ 起債（過疎債）についても対象外となり、財政負担の多くを市が負担することになる 
・ 工事期間中（約２年間）は、仮設校舎を利用することになり、教育環境への影響が避けられ

ない 
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・ 駐車場計画に制約がある 
・ 工程調整が複雑になりやすい 

 

Ｃ案（仮設無し案）の評価 
Ｃ案は、仮設校舎を必要としない計画である。 
【メリット】 
・ 既存敷地を効率的に活用できることから、整備コストの抑制が期待でき、経済性の面では優位

性がある 
 

【デメリット】 
・ 校舎近接施工となるため、工事期間中の振動および騒音が教育活動へ影響を及ぼす可能性が

ある 
・ 工事と学校活動が近接して並行するため、学習環境への配慮が特に必要となる 
・ 動線交差が生じやすい 
・ 駐車場確保に制約がある 
・ 将来的な配置変更への柔軟性が限定的 
・ 教育環境面でのゆとり確保に課題がある 
 

 

D 案（グラウンド整地案）の評価 
D 案は、整地したグラウンドに新校舎を配置する計画である。 
【メリット】 
・ 既存敷地を効率的に活用できることから、整備コストの抑制が期待でき、経済性の面では優位

性がある 
・ 駐車場を最も多く確保できる 
・ 引越し回数が少ないため、学校運営への負担が少ない 

 
【デメリット】 
・ 不整形な第一グラウンドとなる。 
・ 生徒動線と工事車両の動線交差が⻑期間で発生する 
・ 動線交差が生じやすい 
・ 新校舎からの視認管理に懸念点がある 
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（3）Ｄ案（グラウンド整地案）の評価 
Ｄ案は、基本計画書第３章に定める施設整備方針の実現性が最も高い案であると評価した。 
 
①安全・安心な学校づくりの実現 
・ 工事エリアと学校エリアを明確に分離できる 
・ 生徒動線と工事動線の交差を最小化できる 
・ 見守りやすく安全性の高い動線計画が可能 
 
②健やかな学びの環境の確保 
・ 校舎南側にゆとりがあり良好な日照を確保できる 
・ 採光・通風に配慮した配置計画が可能 
・ 開放感のある教育環境を形成できる 
 
③安全・安心な環境の確保 
・ 仮設校舎を設置する必要がない計画である 
・ 工事期間中（約２年間）も現校舎授業継続が可能 
・ 学習環境の大きな変更が生じないため、生徒および教職員の心理的・身体的負担を軽減できる 
・ 学校運営を継続しながら安全に整備を進めることができる 
 
④地域と共に育つ学校づくり 
・ 駐車場を現状より大幅に確保可能 
・ 地域利用・来客対応に柔軟に対応可能 
・ 地域開放を見据えた外構計画が可能 
 
⑤将来を見据えた計画 
・ 配置の自由度が高く、将来的な施設変更に対応しやすい 
・ 生徒数変動など学校規模の変化にも柔軟に対応可能 

 
⑥総合的な事業実現性 
・ 安全性・教育環境・利便性のバランスに優れている 
・ 工事計画が整理しやすく、段階的整備が可能 
・ 仮設校舎整備が不要であり、事業費抑制が図られる 
・ 国庫補助金の活用を見据えた計画とすることで財政負担の軽減が可能 
・ 起債（過疎債）に活用により一般財源負担の平準化が可能 
・ 財源確保の見通しが立てやすく、財政面から見ても実現性が高い計画である 
 

（4）結論 
以上の検討結果を踏まえ、基本理念および基本方針・施設整備方針の実現に最も適した配置計画

として、Ｄ案（グラウンド整地案）を採用案とする。 
今後は、本案を基本として設計および整備を進め、より具体的な計画の精査を行う。 
※  各配置案の詳細、評価項目等は、次ページの「配置ブロックプラン図・動線計画図」を参照。
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A案 分割建替案（3階建て）

■ 配置ブロックプラン図（案）（A～D案比較） 評価方法：項目ごとに◎（3点）、〇（2点）、△（1点）、×（0点）の4段階評価を行い、評価に倍率を乗じ、合計値が最も高い案を最優秀案とする。 1/2

○(2)

〇(4)◎(6)

◎(3) ◎(3)

○(2)

○(4)

×(0)2

2

×(0)

総評

×(0) △(1)

△(1)

△(27)△(25）

△(1)

工事中の評価が低く、経済性が低い。 総合的に評価が高いが、経済性で大きく劣る。

仮設校舎を用いるため、内部の生活環境に難がある。既存校舎の特別教室棟と仮設校舎
を併用する時期が存在し、生徒の管理の難しさがある。（引越し回数：2回）

仮設校舎を用いるため、内部の生活環境に難がある。
（引越し回数：2回）

概算工事費：約39億円（新校舎：32億円、仮設校舎：7億円）概算工事費：約38億円（新校舎：32億円、仮設校舎：6億円）

※仮設校舎を用いるため、自治体の実質負担金額が大きい。 ※仮設校舎を用いるため、自治体の実質負担金額が大きい。

令和12年9月より新校舎を利用可能。※概略工程表　参照令和12年9月より新校舎を利用可能。※概略工程表　参照

新校舎へ引っ越し後、既存校舎解体期間（3か月）で騒音・振動の影響を受ける。 常に工事中の騒音・振動の影響を受けない。

工事エリアと学校運営エリアの区分けが明快で広い工事ヤードを確保できる。工事エリアと学校運営エリアの区分けが複雑。

仮設校舎解体期間（4か月）で動線交差が発生。仮設校舎解体期間（4か月）で動線交差が発生。

整形で広い現状の大きさ（約10,300㎡）を維持できる。整形で広い現状の大きさ（約10,300㎡）を維持できる。

新校舎より北側の正門付近と南側のテニスコートを見守ることが可能。 ○(2)

○(2)○(2)

〇(2)

新校舎より北側の正門付近と南側のテニスコートを見守ることが可能。

敷地北側に配置されているため、建物から木次の街並みを望める。
敷地北側に配置されているため、建物から木次の街並みを望める。
他の案と比較し、建物の位置・角度的に最も眺望が優れている。

新校舎の南にゆとりがあるため、日当たりが良い。
屋内運動場との離隔距離を取っているため、自然通風が行われやすい。

新校舎の南にゆとりがあるため、日当たりが良い。
屋内運動場との離隔距離を取っているため、自然通風が行われやすい。

現状より多く確保できる。（地域開放・来客用：9台、木次中学校用：73台）現状より多く確保できる。（地域開放・来客用：9台、木次中学校用：58台）

正門まわりのスペースにゆとりが確保され、車両のカーブが行いやすい。正門まわりのスペースにゆとりが少ないため、車両のカーブが行いづらい。

動線交差が発生しない。動線交差が発生しない。
1.歩行者動線と車両動線の交差
〇動線交差　無、△動線交差　有り

◎100台～、〇60台～99台、△39～59台、×～38台

◎通風、採光いずれも良し、〇通風、採光の
どちらかが良い、△通風、採光のいずれも悪い

◎最も良い、〇良い、△悪い

〇整形で広い、△狭いor不整形

〇多方を見守れる、△いずれかを見守れない

〇令和12年度開校、△令和13年度開校

※工事ｴﾘｱの明快さ、工事ﾔｰﾄﾞ広さで総合的に判断

※引越しの回数、校舎の棟が離れるかどうか、
　仮設校舎を使用等　で総合的に判断

◎：35億未満、〇：35億～37億、△：38億～40億
×：41億以上（仮設校舎は実質負担が大きいため１ランクダウン）

2.ゆとりある車両動線の確保

3.駐車台数（現状39台）

4.自然採光・自然通風

5.眺望空間の確保

6.グラウンドの大きさ

8.工事中の動線

9.工事の難易度

10.工事中の騒音・振動

12.工期

13.経済性

11.工事中の生活環境

7.見守り

動線交差期間 〇：発生しない、
△：いづれかの期間で発生、×：常に発生

騒音・振動影響期間 〇：発生しない、
△：いづれかの期間で発生、×：常に発生

〇：敷地内車道幅が広く曲がりやすい
△：〇の内容のいずれかが不足

1

+4000+4000

スロープスロープ

±0±0

職員P

来客P

渡り廊下

農園・芝生広場

仮設校舎

グラウンド
（校庭敷地,約10,300㎡）

校舎敷地

新校舎
（3F）

車両動線車両動線
生徒動線生徒動線

駐駐

▼

+4000+4000

スロープスロープ

±0±0

職員P

来客P

記念碑

渡り廊下
農園・芝生広場

仮設校舎

グラウンド
（校庭敷地,約10,300㎡）

校舎敷地

車両動線車両動線
生徒動線生徒動線

駐駐

新校舎
（3F）

▼

崖地条例

崖地条例
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■ 配置ブロックプラン図（案）（A～D案比較） 評価方法：項目ごとに◎（3点）、〇（2点）、△（1点）、×（0点）の4段階評価を行い、評価に倍率を乗じ、合計値が最も高い案を最優秀案とする。 2/2

C案 仮設無し案（3階建て） D案 グラウンド整地案（3階建て）

+4000+4000

スロープスロープ±0±0

職員P 来客P

農園・芝生広場

グラウンド
（校庭敷地,約10,300㎡）

校舎敷地

車両動線車両動線
生徒動線生徒動線

駐駐

新校舎
（3F）

新校舎

渡り廊下

渡り廊下

▼

動線交差が発生する。

正門まわりのスペースにゆとりが確保され、車両のカーブが行いやすい。

現状より多く確保できる。（地域開放・来客用：19台、木次中学校用：49台）

※第二グラウンドを臨時の駐車場とすることで、合計１００台以上の駐車が可能

※造成高さを高くすれば、減額が可能

新校舎の南側にゆとりがあるため、日あたりが良い。
新校舎と屋内運動場が近接しているため、風通しが悪い。

建物が既存グラウンドの敷地に配置されており、北側の森林を伐採すれば建物から
木次の街並みを望める。

不整形でグラウンドが分割される。
（第一グラウンド約9,000㎡、第二グラウンド約3,000㎡）

新校舎より北側の正門付近を見守ることが可能。
テニスコートは段差があるため見守り不可。

造成工事期間（1年）と新校舎建設工事期間（1年4ヵ月）で動線交差が発生。

工事エリアと学校運営エリアの区分けが明快で広い工事ヤードを確保できる。

常に工事中の騒音・振動の影響を受けない。

R13年9月より新校舎を利用可能。※概略工程表　参照

概算工事費：約37億円 （校舎：33億円、造成：4億円）

総合的に評価が高いためD案を最優秀案とする。総評

1.歩行者動線と車両動線の交差
〇動線交差　無、△動線交差　有り

◎100台～、〇60台～99台、△39～59台、×～38台

◎通風、採光いずれも良し、〇通風、採光の
どちらかが良い、△通風、採光のいずれも悪い

◎最も良い、〇良い、△悪い

〇整形で広い、△狭いor不整形

〇多方を見守れる、△いずれかを見守れない

〇令和12年度開校、△令和13年度開校

※工事ｴﾘｱの明快さ、工事ﾔｰﾄﾞ広さで総合的に判断

※引越しの回数、校舎の棟が離れるかどうか、
　仮設校舎を使用等　で総合的に判断

◎：35億未満、〇：35億～37億、△：38億～40億
×：41億以上（仮設校舎は実質負担が大きいため１ランクダウン）

2.ゆとりある車両動線の確保

3.駐車台数（現状39台）

4.自然採光・自然通風

5.眺望空間の確保

6.グラウンドの大きさ

8.工事中の動線

9.工事の難易度

10.工事中の騒音・振動

12.工期

13.経済性

11.工事中の生活環境

7.見守り

動線交差期間 〇：発生しない、
△：いづれかの期間で発生、×：常に発生

騒音・振動影響期間 〇：発生しない、
△：いづれかの期間で発生、×：常に発生

〇：敷地内車道幅が広く曲がりやすい
△：〇の内容のいずれかが不足

◎(3) 常に校舎の棟がまとまっており。生徒の管理がしやすい。（引越し回数：1回）

×(0)

△(1)

〇(4)

〇(4)

〇(2)

△(1)

〇(29)

1

1

1

1

×(0)

△(23) 工事中の評価や自然通風・自然採光で評価が劣る。

工事中は、普通教室棟と特別教室棟が常に離れており、生徒の管理の難しさがある。
工事中は、屋内運動場、新特別教室棟のトイレを使用。（引越し回数：2回）

※自治体の実質負担金額が少ない。概算工事費：約32億円

令和13年9月より新校舎を利用可能。※概略工程表　参照

既存校舎（特別教室棟、WC棟）解体期間（3ヵ月）、新校舎建設期間（1年4ヵ月）で
工事中の振動・騒音を受ける。

工事エリアと学校運営エリアの区分けが複雑。

工事車両動線と生徒の生活動線が常に交差する。

整形で広い現状の大きさ（約10,300㎡）を維持できる。

2

2

△(1)

△(1)

△(1)

△(1)

◎(6)

〇(4) ◎(6)

新校舎より北側の正門付近を見守ることが可能。
テニスコートを敷地北西側へ配置するため、新校舎から見守りにくい。

建物が敷地南側に配置されており、少し奥まるため建物から木次の街並みを望みにくい。

部室棟、屋内運動場棟の近くに新校舎を配置するため、日当たりが良くない。
建物が密集しているため、自然通風が行われにくい。

現状より多く確保できる。（地域開放・来客用：9台、木次中学校用：67台）

正門まわりのスペースにゆとりが確保され、車両のカーブが行いやすい。

動線交差が発生しない。

職員P

来客P

駐駐

新校舎(3F)

記念碑

芝生・農園

テニス

第二ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

第一グラウンド
(約9,000㎡)

(約3,000㎡)

ﾌｪﾝｽ

法面切り崩しによる敷地拡幅法面切り崩しによる敷地拡幅

眺望確保のための
森林伐採範囲
【約5,000㎡】

眺望確保のための
森林伐採範囲
【約5,000㎡】

敷地内造成範囲【約5,600㎡】敷地内造成範囲【約5,600㎡】

±0±0

▼

渡り廊下

車両動線車両動線

±0±0

+4000+4000

生徒動線生徒動線
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■　平面ゾーニング図　まとめ
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■　平面ゾーニング図　各案詳細図
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22

3

3

3

3

3

3

6

3

6

3

16

21

21

Ｎ Ｎ Ｎ

Ｎ

A案
分割建替
S=1/3000

ローリ

工程 ①　仮設校舎　建設

工程 1.5　引越し（既存校舎 → 仮設校舎）

工程 ②　既存校舎（普通教室棟）　解体

工程 ①　仮設校舎　建設

工程 1.5　引越し（既存校舎 → 仮設校舎）

工程 ②　既存校舎（普通教室棟）　解体

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：〇（交差無し）

工事の難易度　　・工事エリア　　：〇（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：〇（交差無し）

工事の難易度　　・工事エリア　　：〇（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

工程 ⑤　外構工事工程 ⑤　外構工事

工程 ③　・新校舎　建設

　　　　・屋内運動場等　改修

工程 ③　・新校舎　建設

　　　　・屋内運動場等　改修

※屋内運動場の実際の改修工期は16ヵ月の内、４ヵ月程度（各案共通）※屋内運動場の実際の改修工期は16ヵ月の内、４ヵ月程度（各案共通）

工程 3.5　引越し（仮設校舎 → 新校舎）

工程 ④　・既存校舎（特別教室棟）　解体

　　　　 ・仮設校舎　解体

工程 3.5　引越し（仮設校舎 → 新校舎）

工程 ④　・既存校舎（特別教室棟）　解体

　　　　 ・仮設校舎　解体

ング計画図（A案 分割建替案）

工事エリア

学新校舎

解体校舎

改修工事

仮設校舎

校運営エリア

生徒動線

工事車両動線

一般車両動線

■ 凡例

屋内運動場の改修は、夏休み中等に実施し、

学校運営への影響を減らす。

屋内運動場の改修は、夏休み中等に実施し、

学校運営への影響を減らす。

移動性に配慮し、アリーナの引分戸を

仮設進入口として設定する。

移動性に配慮し、アリーナの引分戸を

仮設進入口として設定する。

Ｎ完成形完成形

-261-



21

6

30

16

3

6

工事エリア

学新校舎

解体校舎

改修工事

仮設校舎

校運営エリア

生徒動線

工事車両動線

一般車両動線

■ 凡例

Ｎ ＮB案
一括建替
S=1/3000

ローリング計画図（B案 一括建替案）

Ｎ工程 ①　仮設校舎　建設

工程 1.5　引越し（既存校舎 → 仮設校舎）

工程 ②　既存校舎（全棟）　解体

工程 ①　仮設校舎　建設

工程 1.5　引越し（既存校舎 → 仮設校舎）

工程 ②　既存校舎（全棟）　解体

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：〇（交差無し）

工事の難易度　　・工事エリア　　：〇（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：〇（交差無し）

工事の難易度　　・工事エリア　　：〇（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

工程 ③　・新校舎　建設

　　 　　・屋内運動場等　改修

工程 ③　・新校舎　建設

　　 　　・屋内運動場等　改修

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：〇（交差無し）

工事の難易度　　・工事エリア　　：〇（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：〇（交差無し）

工事の難易度　　・工事エリア　　：〇（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

工程 3.5　引越し（仮設校舎 → 新校舎）

工程 ④　 仮設校舎　解体

工程 3.5　引越し（仮設校舎 → 新校舎）

工程 ④　 仮設校舎　解体

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：〇（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：〇（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：〇（工事エリアが離れている）

屋内運動場の改修は、夏休み中等に実施し、

学校運営への影響を減らす。

屋内運動場の改修は、夏休み中等に実施し、

学校運営への影響を減らす。

移動性に配慮し、アリーナの引分戸を

仮設進入口として設定する。

移動性に配慮し、アリーナの引分戸を

仮設進入口として設定する。

Ｎ完成形完成形
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工事エリア

学新校舎

解体校舎

改修工事

仮設校舎

校運営エリア

生徒動線

工事車両動線

一般車両動線

■ 凡例

)

Ｎ Ｎ Ｎ

Ｎ

C案
仮設無し
S=1/3000

ローリング計画図（C案 仮設無し案）

工程 ①　・新校舎（特別教室棟）　建設

　　 　　・屋内運動場等　改修

工程 ①　・新校舎（特別教室棟）　建設

　　 　　・屋内運動場等　改修

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

工程 3.5　引越し（普通教室等の備品移動）

工程 ④　既存校舎（普通教室棟）　解体

工程 ⑤　外構工事

工程 3.5　引越し（普通教室等の備品移動）

工程 ④　既存校舎（普通教室棟）　解体

工程 ⑤　外構工事

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

工程 1.5　引越し（特別教室の備品移動）

工程 ②　既存校舎（特別教室棟、WC棟）　解体

工程 1.5　引越し（特別教室の備品移動）

工程 ②　既存校舎（特別教室棟、WC棟）　解体

工程 ③　新校舎（普通教室棟）　建設工程 ③　新校舎（普通教室棟）　建設

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：△（複雑）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：△（狭い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（普通教室に近い位置での工事）

WC棟を解体するため、屋内

運動場棟、新特別教室棟の

トイレを使用する。

WC棟を解体するため、屋内

運動場棟、新特別教室棟の

トイレを使用する。

WC棟に昇降口があるため、

新たに昇降口の設置が必要。

WC棟に昇降口があるため、

新たに昇降口の設置が必要。

Ｎ完成形完成形
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倉庫
農園

倉庫
上屋

22

3

3

3

3

3

3

植栽

Ｎ

Ｎ

D案

S=1/3000

キュービクル

正門

ローリング計画図（D案 グラウンド整地案)

倉庫
農園

倉庫
上屋

3

植栽

Ｎ

キュービク

正門
正門

Ｎ

職員P 職員P

職員P

来客P
・

職員P

来客P
・

職員P

来客P
・

職員P

工事エリア

学新校舎

解体校舎

改修工事

仮設校舎

校運営エリア

生徒動線

工事車両動線

一般車両動線

■ 凡例

工程 ①　造成工事工程 ①　造成工事

工程 ④　外構工事工程 ④　外構工事

工程 ②　新校舎　建設

　　　　 グラウンド側の外構整備

工程 ②　新校舎　建設

　　　　 グラウンド側の外構整備

工程③　既存校舎　解体

　　　　屋内運動場等　改修　　

工程③　既存校舎　解体

　　　　屋内運動場等　改修　　

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：○（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：○（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：○（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：○（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：○（交差なし）

工事の難易度　　・工事エリア　　：○（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：○（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：○（交差なし）

工事の難易度　　・工事エリア　　：○（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：○（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：○（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：○（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：△（交差有り）

工事の難易度　　・工事エリア　　：○（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：○（工事エリアが離れている）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：○（交差なし）

工事の難易度　　・工事エリア　　：○（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（屋内運動場改修工事と近接している。）

■ 工程期間中の評価

工事中の動線　　　　　　　　　　：○（交差なし）

工事の難易度　　・工事エリア　　：○（シンプル）

　　　　　　　　・工事ヤード　　：〇（広い）

工事騒音等の影響（主に普通教室）  ：△（屋内運動場改修工事と近接している。）

眺望確保のための
森林伐採範囲
【約5,000㎡】

眺望確保のための
森林伐採範囲
【約5,000㎡】

造成範囲【約5,600㎡】造成範囲【約5,600㎡】

記念碑 記念碑

記念碑

芝生・農園

テニス

ﾌｪﾝｽ

芝生・農園

テニス

ﾌｪﾝｽ

芝生・農園

テニス

ﾌｪﾝｽ
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■ 木次中学校 概算事業費 工種内訳

工期： 16ヵ月
【大内訳】

項目 直接工事費（円） 工事費（税込み）
A. 既存校舎 解体 4,460 ㎡ 151,210,000 196,470,000
B. 新校舎 建設（建築） 4,257 ㎡ 1,365,860,000 1,837,990,000
C. 新校舎 建設（電気） 4,257 ㎡ 137,840,000 217,260,000
D. 新校舎 建設（機械） 4,257 ㎡ 159,830,000 239,320,000
E. 新校舎 建設（外構）※建・電・機 共 14,270 ㎡ 375,730,000 488,210,000
F. 屋内運動場・武道場・部室棟 大規模改修工事 2,285 ㎡ 229,880,000 333,900,000
G. 造成費用 1 式 179,830,000 400,060,000
H. 基本・実施設計料 191,070,000
I. 工事監理料 97,020,000

計 4,001,300,000
 【工種別内訳】

A. 既存校舎 解体 平米単価（円/㎡） 直接工事費（円）
01 直接仮設 4,460 ㎡ 7,329 32,690,000
02 撤去 4,460 ㎡ 19,717 87,940,000
03 発生材処理 4,460 ㎡ 6,856 30,580,000

直接工事費 4,460 ㎡ 33,902 151,210,000
B. 新校舎 建設（建築） 平米単価（円/㎡） 直接工事費（円）

01 直接仮設工事 4,257 ㎡ 10,826 46,090,000
02 土工事 4,257 ㎡ 3,501 14,900,000
03 地業工事 4,257 ㎡ 27,926 118,880,000
04 鉄筋工事 4,257 ㎡ 25,082 106,770,000
05 コンクリート工事 4,257 ㎡ 29,393 125,130,000
06 型枠工事 4,257 ㎡ 31,098 132,390,000
07 鉄骨工事 4,257 ㎡ 4,458 18,980,000
08 防水工事 4,257 ㎡ 5,625 23,950,000
09 石工事 4,257 ㎡ 65 280,000
10 タイル工事 4,257 ㎡ 498 2,120,000
11 木工事 4,257 ㎡ 8,842 37,640,000
12 屋根及びとい工事 4,257 ㎡ 17,053 72,590,000
13 金属工事 4,257 ㎡ 8,110 34,520,000
14 左官工事 4,257 ㎡ 4,715 20,070,000
15 建具・ガラス工事 4,257 ㎡ 65,278 277,890,000
16 塗装 4,257 ㎡ 4,540 19,330,000
17 内外装工事 4,257 ㎡ 20,817 88,620,000
18 ユニット及びその他工事 4,257 ㎡ 45,698 194,530,000
19 昇降機設備 4,257 ㎡ 7,323 31,180,000

直接工事費 4,257 ㎡ 325 1,365,860,000

数量

数量

数量

【想定条件】 配置D案（造成案）
       構造： RC造
       階数：3階建て
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■ 木次中学校 概算事業費 工種内訳

工期： 16ヵ月

【想定条件】 配置D案（造成案）
       構造： RC造
       階数：3階建て

C. 新校舎 建設（電気） 平米単価（円/㎡） 直接工事費（円）
01 動力設備 4,257 ㎡ 756 3,220,000
02 電灯設備 4,257 ㎡ 20,995 89,380,000
03 コンセント設備 4,257 ㎡ 1,974 8,400,000
04 構内交換設備 4,257 ㎡ 2,355 10,020,000
05 情報用空配管設備 4,257 ㎡ 256 1,090,000
06 放送設備 4,257 ㎡ 2,453 10,440,000
07 トイレ呼出設備 4,257 ㎡ 70 300,000
08 インターホン設備 4,257 ㎡ 45 190,000
09 テレビ共同受信設備 4,257 ㎡ 43 180,000
10 電気錠 4,257 ㎡ 213 910,000
11 防犯用空配管設備 4,257 ㎡ 371 1,580,000
12 自動火災報知機設備 4,257 ㎡ 1,185 5,050,000
13 太陽光発電設備 4,257 ㎡ 1,664 7,080,000

直接工事費 4,257 ㎡ 32,380 137,840,000
D. 新校舎 建設（機械） 平米単価（円/㎡） 直接工事費（円）

01 空調設備 4,257 ㎡ 18,815 80,100,000
02 換気設備 4,257 ㎡ 5,692 24,230,000
03 衛星器具設備 4,257 ㎡ 5,008 21,320,000
04 給水設備 4,257 ㎡ 1,926 8,200,000
05 排水設備 4,257 ㎡ 4,166 17,740,000
06 給湯設備 4,257 ㎡ 345 1,470,000
07 消化設備 4,257 ㎡ 1,161 4,940,000
08 ガス設備 4,257 ㎡ 429 1,830,000

直接工事費 4,257 ㎡ 37,542 159,830,000
E. 新校舎 建設（外構）※建・電・機 共 平米単価（円/㎡） 直接工事費（円）

建01 屋外舗装 14,270 ㎡ 4,619 65,910,000
建02 屋外排水 14,270 ㎡ 993 14,170,000
建03 囲障 14,270 ㎡ 4,196 59,880,000
建04 植栽 14,270 ㎡ 46 650,000
建05 工作物その他 14,270 ㎡ 3,713 52,980,000
電01 受変電設備 14,270 ㎡ 6,014 85,810,000
電02 構内配電線路 14,270 ㎡ 722 10,300,000
電03 構内通信線路 14,270 ㎡ 939 13,400,000
機01 屋外給水設備 14,270 ㎡ 2,362 33,710,000
機02 屋外排水設備 14,270 ㎡ 900 12,850,000
機03 屋外ガス設備 14,270 ㎡ 456 6,510,000
機04 浄化槽設備 14,270 ㎡ 1,371 19,560,000

直接工事費 14,270 ㎡ 26,330 375,730,000

数量

数量

数量
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■ 木次中学校 概算事業費 工種内訳

工期： 16ヵ月

【想定条件】 配置D案（造成案）
       構造： RC造
       階数：3階建て

F. 屋内運動場・武道場・部室棟 大規模改修工事 平米単価（円/㎡） 直接工事費（円）
01 断熱性能を向上（外壁への断熱材設置 等） 2,285 ㎡ 63,466 145,020,000
02 空調設備の新設 2,285 ㎡ 26,937 61,550,000
03 トイレの洋式化、乾式化 2,285 ㎡ 796 1,820,000
04 令和４年度 特定建築物定期調査結果報告書の内容 2,285 ㎡ 354 810,000
05 利便性向上に資する意見 2,285 ㎡ 31 70,000
06 直接仮設一式 2,285 ㎡ 9,020 20,610,000

直接工事費 2,285 ㎡ 100,604 229,880,000
G. 造成工事 単価 直接工事費（円）

01 直接仮設 202 ｍ 16,900 3,410,000
02 切土 22,400 ㎥ 273 6,120,000
03 土留め壁 171 ｍ 74,447 12,730,000
04 残土処分 22,400 ㎥ 4,250 123,760,000
05 雨水排水工事 389 ｍ 8,840 3,440,000
06 その他 1 式 8,870,000
07 眺望確保のための森林伐採 5,000 ㎡ 4,300 21,500,000

直接工事費 1 式 179,830,000
 ※測量業務 1 式 4,000,000

※設計・監理費 1 式 40,000,000
H. 基本・実施設計料

I. 工事監理料

数量

数量
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■ 木次中学校 屋内運動場等の大規模改修に伴う概算事業費（251218 ①中央部への扉追加）

① 断熱性能を向上（外壁への断熱材設置、外壁面に存在する建具の性能向上、中央部への扉追加 等）
内容 場所 直接工事費 作業日数

建具の改修 屋内運動場 （スチール建具取り換え・アルミ建具ガラス交換） 55,520,000 16日
〃 武道場   （アルミ建具ガラス交換） 2,840,000 5日

断熱の設置（壁・屋根） 屋内運動場 69,880,000 22日
〃 武道場 16,780,000 22日

小計 145,020,000

② 空調設備の新設
内容 場所 直接工事費 作業日数

空調設備の設置 屋内運動場 アリーナ 44,750,000 22日
〃   〃   職員控室 1,190,000 2日
〃 武道場   柔剣道場 15,610,000 5日

小計 61,550,000

③ トイレの洋式化、乾式化
内容 場所 直接工事費 作業日数

床のタイルをシートへ変更 屋内トイレ 370,000 7日
和式便器を洋式便器へ変更 屋内・屋外トイレ 1,280,000 4日
手洗いの自動水洗化 屋内トイレ 170,000 1日

小計 1,820,000

④ 令和４年度 特定建築物定期調査結果報告書で報告された内容（外壁の補修 等）
内容 場所 直接工事費 作業日数

外装仕上げの補修 屋内運動場 外部 140,000 5日
竪樋破損部の補修 〃 340,000 2日
軒天脱落部の補修 〃 210,000 1日
錆止め塗装 屋内運動場 外部、部室棟 120,000 3日

小計 810,000

⑤ 利便性向上に資する意見
内容 場所 直接工事費 作業日数

アンプ室への小窓 （W600ｘＨ
800）の追加

屋内運動場 アンプ保管庫 70,000 4日

小計 70,000

⑥ 直接仮設一式 ※足場が必要な工事を行う際に、発生する金額（①や④）
内容 場所 直接工事費 作業日数

直接仮設 一式 主に外壁まわり（外部足場、清掃、養生 等） 20,610,000 設置・解体 各3日
小計 20,610,000
合計 229,880,000
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■ 木次中学校 屋内運動場等改修のための概算算出

■ 改修の方向性 ■ 金額の調整方法
① 断熱性能を向上（外壁への断熱材設置、外壁面に存在する建具の性能向上 等） 見積・設計金額・公表価格 ⇒ ｘ0.8
② 空調設備の新設 積算資料・物価本 ⇒ ｘ1.0
③ トイレの洋式化、乾式化
④ 令和４年度 特定建築物定期調査結果報告書で報告された内容（外壁の補修 等） ■ 物価上昇率
⑤ 利便性向上に資する意見 物価上昇計算 の■ 新営予算単価を参照

■ 屋内運動場 改修項目

場所 方向性 大内訳 小内訳 単価 ｍ・㎡・数量 物価上昇率 小計 備考
アリーナ ① アルミ建具 AW-1 ガラス交換 (W500xH1,200) 17,850 9 1.607577735 258,257 Low-E5+A6+ST5 

アリーナ ① アルミ建具 AW-3 ガラス交換 (W1,700xH1,200) 68,400 2 1.607577735 219,917 Low-E5+A6+ST5 

アリーナ ① アルミ建具 AW-4 ガラス交換 (W1,700xH1,200) 68,400 1 1.607577735 109,958 Low-E5+A6+ST5 

アリーナ ① アルミ建具 AW-6 アルミパネル交換 (W1,700xH350) 18,832 16 1.607577735 484,382

アリーナ ① スチール建具 SW-1 撤去+新設 3,247,927 7 1.329545455 30,227,868 建具全撤去
アルミ建具+ガラスLow-E5+A6+ST5 新設

アリーナ ① スチール建具 SW-2 撤去+新設 3,247,927 1 1.329545455 4,318,267 建具全撤去
アルミ建具+ガラスLow-E5+A6+ST5 新設

アリーナ ① スチール建具 SW-3 撤去+新設 6,482,494 2 1.329545455 17,237,542 建具全撤去
アルミ建具+ガラスLow-E5+A6+ST5 新設

アリーナ ① スチール建具 中央 SD新設（防火設備）（W1,900x2,000) 501,600 4 1.329545455 2,667,600
既存扉取り替え

外壁まわり ① 壁断熱（乾式） （2・3FL以上）外断熱 新設 23,062 669.76 1.329545455 20,535,814
（既設外壁下地撤去+
断熱外壁下地、外装材新設）

外壁まわり ① 壁断熱（湿式） （1FL〜2・3FL）外断熱 新設 11,600 367.32 1.329545455 5,665,076
（湿式外断熱工法）

外壁まわり ① 屋根断熱 かぶせ工法 屋外側に断熱を施工 24,240 1355.2 1.329545455 43,675,632

アリーナ ② 冷暖房設備 空調設備 新設 33,656,000 1 1.329545455 44,747,182

屋内便所 ③ 床 タイル 撤去 4,000 25.5 1.767691116 180,304
③ 床 ビニル床シート 新設 4,210 25.5 1.767691116 189,770

屋内・屋外便所 ③ 便器 和式便器 撤去+洋式便器 新設 240,000 4 1.329545455 1,276,364

屋内・屋外便所 ③ 手洗い 自動水洗 新設 26,300 4 1.607577735 169,117

職員控室 ② 冷暖房設備 空調設備 新設 31,302 28.65 1.329545455 1,192,343

柔剣道場 ① アルミ建具 AW-1 ガラス交換（W3,450xH2,000) 233,530 1 1.607577735 375,418 Low-E5+A6+ST5 

柔剣道場 ① アルミ建具 AW-2 ガラス交換（W2,850xH2,000) 193,090 4 1.607577735 1,241,629 Low-E5+A6+ST5 

柔剣道場 ① アルミ建具 AW-3 ガラス交換（W2,850xH1,000) 97,045 1 1.607577735 156,007 Low-E5+A6+ST5 

柔剣道場 ① アルミ建具 AW-4 ガラス交換（W500xH1,500) 26,275 2 1.607577735 84,478 Low-E5+A6+ST5 

柔剣道場 ① アルミ建具 AD-1 ガラス交換（W3,450xH2,100) 244,988 1 1.607577735 393,837 Low-E5+A6+ST5 

柔剣道場 ① アルミ建具 AD-2 ガラス交換（W3,450xH2,040) 249,706 1 1.607577735 401,422 Low-E5+A6+ST5 

柔剣道場 ① アルミ建具 AD-3 ガラス交換（W1,650xH2,040) 114,232 1 1.607577735 183,637 Low-E5+A6+ST5 

外壁まわり ① 壁断熱（湿式） 外断熱 新設 11,600 242.281 1.329545455 3,736,634
（湿式外断熱工法）

外壁まわり ① 屋根断熱 かぶせ工法 26,160 375 1.329545455 13,042,841
柔剣道場 ② 冷暖房設備 空調設備 新設 31,302 375 1.329545455 15,606,578 アリーナの冷暖房設備より平米単価を算出し、計上

外壁まわり ④ 外装仕上げの補修 外装材の剥がれ補修 1,860 48 1.607577735 143,525

外壁まわり ④ 竪樋破損部の補修 破損部 SUS管100φ 撤去+新設 19,230 10 1.767691116 339,927

外壁まわり ④ 軒天脱落部の補修 軒天 新設 3,820 31.52 1.767691116 212,841

赤錆が発生している鉄骨部 ④ 錆止め塗装 錆止塗料の塗布 240 300 1.607577735 115,746

アンプ室 ⑤ アンプ室への小窓の追加 SDの追加 42,473 1 1.607577735 68,278
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■ 屋内運動場改修 物価上昇比 計算表 （新営予算単価の平米単価の上昇比より計算） ※全ての工種で、最も高い数値を採用（オレンジ塗）

分類 工種 令和4年度
体育館（10） S-1

令和7年度
体育館（10） S-1

上昇比
（令和7年度/令和4年度）

1年あたりの上昇比
（上昇比/3(年)）

令和4年度から令和10年度
（着工予定年）までの上昇率

令和5年度から令和10年度
（着工予定年）までの上昇率

令和7年度から令和10年度
（着工予定年）までの上昇率

地業 〇 〇 ー ー ー ー ー
躯体 117,530 138,990 1.182592 1.057495 1.398523 1.322487 1.182592
仕上げ 114,950 136,480 1.187299 1.058896 1.409679 1.331272 1.187299
その他 〇 〇 ー ー ー ー ー

小計 232,480 275,470 1.184919 1.058188 1.404033 1.326828 1.184919
電力設備 18,500 22,030 1.190811 1.059939 1.418030 1.337841 1.190811
受変電自家発電設備 ー ー ー ー ー ー ー
通信設備 3,930 4,850 1.234097 1.072629 1.522995 1.419870 1.234097
電話交換設備 ー ー ー ー ー ー ー
その他 〇 〇 ー ー ー ー ー

小計 22,430 26,880 1.198395 1.062185 1.436151 1.352073 1.198395
空気調和設備 1,760 2,340 1.329545 1.099599 1.767691 1.607578 1.329545 [シート名：屋内運動場概算 明細] 物価上昇率の数値として使用（全工種共通）
給排水衛生設備 4,700 6,210 1.321277 1.097315 1.745772 1.590949 1.321277
消火設備 〇 〇 ー ー ー ー ー
エレベーター設備 ー ー ー ー ー ー ー
その他 〇 〇 ー ー ー ー ー

小計 6,460 8,550 1.323529 1.097938 1.751730 1.595473 1.323529
合計 261,370 310,900 1.189501 1.059551 1.414914 1.335391 1.189501

■ 新校舎 物価上昇比 計算表 （新営予算単価の平米単価の上昇比より計算）※全ての工種で、最も高い数値を採用（オレンジ塗）

分類 工種 令和2年度（円/㎡）
庁舎（5）RC-4

令和8年度（円/㎡）
庁舎（5）RC-4

上昇比
（令和8年度/令和2年度）

1年あたりの上昇比
（上昇比^(1/6)）

５年分の上昇比（令和５年〜10
年）
(１年あたりの上昇比^5)

地業
躯体 73300 101580 1.385812 1.055887 1.31
仕上げ 68110 87510 1.284833 1.042656 1.23
その他

小計 141410 189090 1.337176 1.049618 1.27
電力設備 29970 42480 1.417417 1.059863 1.34 [シート名：概算工事費 まとめ] 物価上昇率の数値として使用（全工種共通）
受変電自家発電設備
通信設備 6750 9200 1.362963 1.052965 1.29
電話交換設備
その他

小計 36720 51680 1.407407 1.058612 1.33
空気調和設備 50940 70230 1.378681 1.054979 1.31
給排水衛生設備 10720 15190 1.416978 1.059808 1.34
消火設備
エレベーター設備
その他

小計 61660 85420 1.385339 1.055827 1.31
合計 239790 326190 1.360315 1.052624 1.29

機械

建築

電気

機械

建築

電気
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屋内運動場改修部分　拾い範囲
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■ 造成工事　概算仕様

工種 適用 条件 数式 数量 単位 単価(円) 金額 構成比 備考 日当り作業量 作業月数 ×稼働率1.8

直接仮設 仮囲い設置・撤去 丸パイプ土中打込み式H=3.0m、損料300日間分 202 ｍ2 16,900 3,410,000 2.3%

切土 オープン掘削（土砂） 22,400 ｍ3 273 6,120,000 4.1% 710 ｍ3/日 1.1ヶ月 2.0ヶ月

土留め② 切土法面整形+平ブロック張 切土勾配1:1.0、法長L＝7.07ｍ 7.07 m2/m× 10,530 円/m2 171 ｍ 74,447 12,730,000 8.5%
山口県（土木）では、切土は下から法長1.5mを
ブロック張で1.5ｍ以上は種子吹付ですが、安
全側として全法長を張ブロックとしています

237 m2/日 0.2ヶ月 0.4ヶ月

残土処分 積込+運搬+処分 積込150円/m3+運搬2600円/m3+処分1500円/m3 22,400 ｍ3 5,525 123,760,000 82.8% 510 ｍ3/日 1.5ヶ月 2.7ヶ月

雨水排水工事 BF300、基礎砕石あり 389 ｍ 8,840 3,440,000 2.3% 43 m/日 0.4ヶ月 0.8ヶ月

直接工事費　計 149,460,000 100.0%

共通費 間接工事費+一般管理費等 直接工事費×80% 149,460,000 千円× 80% 119,570,000

消費税 (直接工事費+共通費)×10％ 269,030,000 千円× 10% 26,903,000

工事費（税込み） 直接工事費+共通費+消費税 295,933,000
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■ 眺望のための森林伐採 概算仕様
今回想定
数量 単位 単価 金額

伐採・集積・積込 皆伐 5,000 ｍ2 1,950 9,750,000
伐採・集積・積込 間伐 0 ｍ2 1,950 0
計 5,000 ｍ2
場外運搬 10t深箱車 運搬距離10km以下 1,250 ｍ3 1,170 1,462,500
処分費 伐木 833 ｍ3 7,800 6,497,400
処分費 根株 417 ｍ3 9,100 3,794,700
処分費 竹根
土留めブロック 200 ｍ 74,447 14,889,420
計 税別 21,500,000

1000ｍ2当り 4,300,000
1,250 ｍ3

1000ｍ2当り 250 ｍ3
伐木 67%
根株 33%

共通費込み（x1.8） 38,700,000
工事費（税込み） 42,570,000
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設計・監理業務　見積書
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C-年度別支出計画
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